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東北地方整備局における
クマ被害対策の取り組みについて
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東北地方におけるツキノワグマ出没・被害対策オンラインセミナー

クマ被害対策パッケージ（概要）

【事例紹介】河川におけるクマ対策の取組（岩手県、秋田県）

【事例紹介】工事現場等におけるクマ対策の取組
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河川におけるクマ対策の取組
（岩手県、秋田県）

３．【事例紹介】
工事現場等におけるクマ対策の取組



令和7年11月14日クマ被害対策等に関する関係閣僚会議決定
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２．【事例紹介】
河川におけるクマ対策の取組
（岩手県、秋田県）

３．【事例紹介】
工事現場等におけるクマ対策の取組



河川におけるクマ対策の取り組み事例 【岩手県：北上川上流】

■背景
Ｒ７年度にクマ出没が急増（盛岡市687件、北上市740件）
（盛岡市では前年比約4.7倍、北上市でも約3.3倍に増加、和賀川周辺では死亡事故が発生）
両市とも河川沿いに住宅地・商業地があるなか、河川内の樹木群がクマの移動経路のひとつとなり得るため、
市街地へのクマ接近リスクが顕在化
盛岡市より事務所へ、国管理区間の河川内樹木の伐採を期待する声 （R7.12.24）

■実施内容と場所・連携内容
簗川合流点付近（盛岡市、A=2,500㎡）：機械・人力で伐採
和賀川下流付近（北上市、A=4,800㎡）：機械伐採
国・県・市が同時期に対策を行うことで相乗効果を期待、連携して取り組んでいる
⇒ 岩手県：簗川・和賀川の県管理区間で、伐採や下草刈りを実施
⇒ 盛岡市：中津川：応急刈り払い、雫石川：わな設置

■関係機関等との調整・合意形成など
盛岡市の動向を契機に、国・県（自然保護課・河川課）・市が、クマ被害対策に足並みを揃え行動する重要性を認識
河川管理者（国）は、管理上支障があり、クマ出没の抑制が見込まれる箇所を優先対応（県・市と十分に調整）
県からは伐採予定箇所の共有がなされ、同一河川の上下流連携を含めた対応に取り組んだ
今後も、継続的な情報共有体制を確保しつつ、関係機関との連携を強化する必要がある

■都道府県の鳥獣保護管理方針等との関係
岩手県は『第13次鳥獣保護管理事業計画』及び『第5次ツキノワグマ管理計画』を策定
（緩衝帯設置や刈り払いによる移動経路遮断を位置付けている）
河川管理者（国）の伐採範囲について、これら計画の方針とも整合のうえ、県担当とも十分に確認
（鳥獣保護区への影響もなし）
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河川における取り組み事例 【簗川（盛岡市）：樹木伐採】
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令和７年度、緊急的に樹木伐採を実施（北上川）
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